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問
　
大
井
通
信
所
は「
土
地

利
用
規
制
法
」に
基
づ
く
重

要
施
設
で
、周
辺
は
対
象
区

域
と
な
り
得
る
。周
辺
住
民

へ
法
律
の
説
明
を
す
べ
き
で

は
。

答
　
具
体
的
な
内
容
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。国
の
動
向
を

注
視
し
情
報
を
収
集
し
て
い

く
。

問
　
市
営
駐
輪
場
の
一
時
預

か
り
は
満
車
の
時
が
多
い
。

上
福
岡
駅
西
口
の

駐
輪
場
増
設

問
　
約
２・７
ha
の
土
地
に
、

15
階
建
て
７
０
８
戸
と
い
う

高
層
過
密
共
同
住
宅
の
開
発

は
、１
ha
当
た
り
１
０
０
人

か
ら
３
０
０
人
と
の
ま
ち
づ

く
り
の
原
則
に
立
っ
て
も
、

防
災
道
路
は
必
要
で
あ
る
。

　
大
原
地
域
は
木
造
住
宅
密

集
地
域
と
し
て
、
防
災
上
、

必
要
な
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
大
原
二
丁
目
の
高
層
過
密

共
同
住
宅
と
戸
建
て
住
宅
と

の
間
に
、市
の
責
任
で
幅
６

m
の
防
災
道
路
の
整
備
を
。

答
　
防
災
道
路
の
整
備
は
難

し
い
。建
ぺ
い
率
を
40
％
以

下
に
抑
え
た
こ
と
に
よ
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
域
内
通
路

や
空
地
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。

問
　
近
隣
自
治
体
の
市
民
農

園
で
は
水
道
や
仮
設
ト
イ
レ

等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。市

の
対
応
は
。

答
　
法
に
よ
り
知
事
が
定
め

市
民
農
園
の
利
用
改
善

問
　
自
衛
隊
機
・
米
軍
機
の

市
街
地
で
の
低
空
飛
行
中
止

を
県
基
地
対
策
協
議
会
を
通

じ
て
国
へ
要
望
す
べ
き
で

は
。

答
　
県
基
地
対
策
協
議
会
を

通
じ
て
、自
衛
隊
機
の
低
空

飛
行
訓
練
の
中
止
と
米
軍
機

の
低
空
飛
行
を
行
わ
な
い
よ

う
に
求
め
る
こ
と
、飛
行
展

示
や
曲
技
飛
行
を
最
小
限
に

と
ど
め
、重
大
事
故
に
つ
な

が
る
市
街
地
上
空
で
の
低
空

飛
行
展
示
は
行
わ
な
い
こ
と

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
う

集
団
接
種
会
場
の
確

保
は
。

答
　
市
で
は
、
令
和

4
年
2
月
か
ら
土
曜

日
や
日
曜
日
に
集
団

接
種
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

対
応

市
所
有
地
を
活
用
し
て
増
設

で
き
な
い
か
。

答
　
現
在
、
具
体
的
な
計
画

は
な
い
が
、
市
営
駐
輪
場
の

在
り
方
や
必
要
性
に
つ
い
て
、

既
に
研
究
を
始
め
て
い
る
。

問
　
行
政
自
ら
の
取
り
組
み

が
市
民
へ
の
強
力
な
推
進
力

に
な
る
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
表
明
を
。

答
　
県
内
23
市
町
が
表
明
し

て
い
る
。
現
在
、
表
明
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
コ
ー
ス
や
便
数
を
増
や

し
、公
共
交
通
不
便
地
域
の

解
消
を
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
要

望
、
現
状
分
析
、
財
政
状
況

を
含
め
、検
討
し
て
い
く
。

「
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
」
表
明
を

循
環
ワ
ゴ
ン
運
行
改
善

で
不
便
地
域
の
解
消

る
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
い

て
、市
が
指
定
す
る
市
民
農

園
の
区
域
内
で
行
う
も
の
。

現
在
、区
域
指
定
が
な
い
の

で
整
備
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、市
民
農
園
開
設
者

が
整
備
運
営
計
画
を
定
め
る

他
、
工
事
費
、
維
持
・
管
理

経
費
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

現
状
で
は
難
し
い
と
考
え

る
。

問
　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の

普
及
促
進
の
取
り
組
み
は
。

答
　
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及
啓
発

に
力
を
入
れ
、用
具
の
貸
し

出
し
を
は
じ
め
、市
内
自
治

組
織
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
に
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
を
派
遣
し
て
い

る
。 障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
促
進

大
井
通
信
所
と

「
土
地
利
用
規
制
法
」

伊
藤
　
初
美 

議
員

自
衛
隊
機
・
米
軍
機
の

低
空
飛
行
中
止
を新井

　
光
男 

議
員

大
原
地
域
に
防
災
道
路
を

床
井
　
紀
範 

議
員

誰もが気軽に取り組めるボッチャ
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問
　
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

答
　
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、

初
回
接
種
の
時
の
よ
う
な
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
な
ど
の
優
先
的
な
取
り
扱

い
は
な
い
。
令
和
３
年
５
月

末
に
２
回
目
の
接
種
が
終
了

し
た
人
に
は
、
12
月
24
日
に

接
種
券
を
発
送
す
る
。

問
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
の

設
置
の
可
能
性
は
。

答
　
過
去
検
討
し
た
際
、
都

市
計
画
決
定
し
て
い
る
駅
前

用
地
以
上
の
用
地
取
得
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
設
置
を
見
送
っ
た
。

問
　
東
口
駅
前
広
場
整
備
完

成
後
の
歩
道
橋
は
ど
う
使
わ

東
口
駅
前
広
場
整
備

と
暫
定
横
断
歩
道
橋

問
　
包
括
的
民
間
委
託
は
、

公
的
責
任
の
放
棄
で
あ
り
、

個
人
情
報
保
護
、
専
門
性
、

継
続
性
な
ど
多
く
の
問
題

が
あ
る
。
公
共
施
設
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
業
者
に
聞

か
な
い
と
何
も
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。

答
　
専
門
職
の
採
用
に
苦
慮

し
て
い
る
。
業
者
は
市
役
所

内
に
常
駐
、
又
は
市
内
に
営

業
所
を
置
く
こ
と
で
、
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
。
各

所
管
課
と
包
括
管
理
担
当
課

と
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
と
な

る
。

問
　
環
境
基
本
計
画
の
中
に

位
置
付
け
、
専
門
家
と
市
民

参
加
に
よ
る
調
査
活
動
を
す

べ
き
で
は
。

答
　「
第
２
期
環
境
基
本
計

画
後
期
行
動
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
審
議
会
等

の
意
見
を
踏
ま
え
て
い
き
た

生
態
系
調
査
の

実
施
を

れ
る
の
か
。

答
　
最
終
的
な
整
備
時
に
お

い
て
も
、
現
在
の
横
断
歩
道

橋
を
活
用
す
る
。
現
在
の
横

断
歩
道
橋
は
恒
久
的
な
構
造

物
と
な
る
。

問
　
選
挙
の
候
補
者
が
平
等

に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

る
よ
う
に
横
一
連
に
ポ
ス

タ
ー
掲
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
現
状
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

は
縦
に
順
次
一
連
番
号
を
記

載
す
る
方
法
だ
が
、
横
に
一

連
番
号
を
記
載
す
る
自
治
体

も
あ
り
、
今
後
、
ど
ち
ら
の

方
法
が
よ
り
ポ
ス
タ
ー
掲
示

と
し
て
適
し
て
い
る
か
を
勘

案
し
検
討
し
た
い
。

候
補
者
の
平
等
を
考
慮

し
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示

い
。

　
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、

先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
図
書
館
が
新
し
い
文
化

施
設
に
移
転
し
た
後
の
計
画

は
。

答
　
修
繕
費
用
が
大
き
く
な

り
、
建
物
を
継
続
し
て
利
用

す
る
予
定
は
な
い
。
既
存
の

公
共
施
設
で
利
用
可
能
な
場

所
を
調
査
し
、
移
転
場
所
を

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

市民憩の森

大
井
郷
土
資
料
館
の

今
後

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

優
先
順
位
に
つ
い
て

近
藤
　善
則 

議
員

包
括
管
理
業
務
委
託

行
政
の
脆ぜい
弱
化
を
懸
念

塚
越
　洋
一 

議
員

意見書
全員賛成で可決

戦没者の遺骨を含む土砂は埋め立てに使用
しないことを国に求める意見書

議員提案による意見書が全会一致で可決し、内閣総理大臣外関係大臣に送付しました。
　戦後76年が経過した今も、戦没者の遺骨や遺留品等の収集、DNA鑑定による身元確定及び遺族
への返還事業が続いている。しかし、辺野古新基地に係る設計変更承認申請書では、沖縄県内の多
くの遺骨等が残る南部地域から土砂を採取できる内容となっている。遺骨等を含んだ土砂を採取し
て、建設等に係る埋め立てに使用することは、戦没者及び遺族の尊厳を踏みにじる行為であり、非
人道的な取り扱いとの誹りを免れない。よって、下記事項を守るよう強く求める。
１　�戦没者の遺骨や遺留品等を含む土砂は埋め立てに使用しないこと。
２　�民間人が巻き込まれた沖縄戦の歴史をふまえ、戦没者の遺骨収集の推進に関する法律及び基本
的な計画の定めに従い、国が責任を持って遺骨収集を実施すること。

� 送付日：令和３年12月 20日（主意抜粋）

上福岡東口駅前歩道橋


